
13 広報さんむ2021.2月

山
武
市
奨
学
資
金（
修
学
金
・
入

学
準
備
金
）の
貸
付
申
込
受
付

修
学
に
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
貸

し
付
け
し
ま
す
。

申
込
資
格
・
条
件　
大
学
に
在
学
中
か

入
学
が
決
定
し
て
い
る
方
で
、
次
の

す
べ
て
を
満
た
す
方
。

①
父
母（
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
方
）が

５
年
以
上
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

②
家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
、
学
費
の
支

弁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

③
健
康
で
学
業
に
対
す
る
意
欲
が
あ

り
、
学
長
ま
た
は
出
身
学
校
長
の
推

薦
を
得
ら
れ
る
こ
と
。

④
他
か
ら
奨
学
資
金
の
支
給
ま
た
は
貸

与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
申
請
者
の
世
帯
で
山
武
市
の
市
税
に

未
納
が
な
い
こ
と
。

※
申
請
に
は
、
２
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
民
法
改

正（
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
）に
よ

り
、
連
帯
保
証
人
の
債
務
の
上
限
を

定
め
る
極
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

貸
付
額
お
よ
び
募
集
人
数

◆
修
学
金（
月
額
４
万
円
以
内
）	

　
第
１
期
：
３
人

　
第
２
期
：
２
人

◆
入
学
準
備
金（
30
万
円
以
内
）

　
第
１
期
：
３
人

　
第
２
期
：
２
人

提
出
書
類

①
山
武
市
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

②
山
武
市
奨
学
資
金
推
薦
書

③
出
身
高
等
学
校
等
の
調
査
書
ま
た
は

成
績
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
書
類

⑤
同
一
世
帯
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
の

収
入
を
証
す
る
書
類

（
令
和
２
年
分　

源
泉
徴
収
票
、
確
定

申
告
書
等
の
写
し
等
）

⑥
合
格
通
知
書
の
写
し
ま
た
は
在
学
証

明
書

※
①
②
の
書
類
は
、
教
育
総
務
課
窓
口

で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　
山
武
市
教
育
委
員
会　
教

育
総
務
課
総
務
企
画
係（
〒
２
８
９
︱

１
３
２
４　

山
武
市
殿
台
２
７
９
番

地
１　

山
武
市
教
育
委
員
会
庁
舎
）

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、必
ず「
書

留
」に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　
第
１
期
：
２
月
15
日
㈪
～
３
月
１
日
㈪

　
第
２
期
：
３
月
10
日
㈬
～
25
日
㈭

※
郵
送
の
場
合
は
、
第
１
期
、
第
２
期
と

も
に
締
切
日
の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

T　
教
育
総
務
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
３
１

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
９
月

㉚
日
ま
で
延
長
と
な
り
ま
す

◆
対
象
期
限
の
延
長

広
報
さ
ん

む
１
月
号
で

お
知
ら
せ
し

た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

を
所
有
し
て

い
る
方
が
利

用
で
き
る
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
対
象
期
限
が
、「
令
和
３
年
３

月
末
ま
で
」か
ら
、「
令
和
３
年
９
月
末

ま
で
」に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
行

い
、
９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
申
し
込
み
お
よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
期
間
内
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
さ
ん
む
１
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

な
ど
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課

	

☎
０
４
７
５（
７
７
）８
１
１
０

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
全
般
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

	

☎
０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８

［
午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
）］

育
教・
て
育
子

ホームページは
コチラから
↓

暮
ら
し・環
境



14広報さんむ
2021.2月

行政からの
お知らせ

information

交
通
災
害
共
済

�

随
時
申
し
込
み
受
付
中

対
象
と
な
る
交
通
事
故　
車
両（
自
動

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な
ど
）

の
交
通
事
故
で
交
通
事
故
証
明
書

（
原
則
と
し
て
人
身
事
故
扱
い
）が
発

行
さ
れ
た
も
の
。

共
済
見
舞
金

　
死　
亡
…
…
１
５
０
万
円

　

傷　

害
…
…
２
～
50
万
円（
医
療
機

関
受
診
日
数
に
よ
り
決
定
）

　
身
体
障
害（
１
級
ま
た
は
２
級
）傷
害

見
舞
金
の
ほ
か
に
50
万
円

申
込
方
法　
市
民
課
市
民
生
活
係
ま
た

は
各
出
張
所
窓
口
で
申
し
込
み

T　
市
民
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
実
施

津
波
や

武
力
攻
撃

等
の
災
害

時
に
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬

時
警
報
シ

ス
テ
ム
）

に
よ
り
国
か
ら
伝
達
さ
れ
る
緊
急
情
報

を
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
等
に
よ
り

確
実
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
で
き

る
よ
う
に
全
国
一
斉
に
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
情
報
伝
達
訓
練
で
は
、
防
災

行
政
無
線（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
・
戸
別

受
信
機
）の
放
送
お
よ
び
山
武
市
安
心

安
全
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
す
。

日　
時　
２
月
17
日
㈬
午
前
11
時

◆
防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

・
上
り
チ
ャ
イ
ム

・「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回

・「
こ
ち
ら
は
防
災
さ
ん
む
で
す
」

・
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
山
武
市
安
心
安
全
メ
ー
ル
は
、「
防

災
・
国
民
保
護
情
報
」の
受
信
を
選

択
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
配
信
し

ま
す
。

T　
消
防
防
災
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
の
利
用

市
内
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙

類
を
資
源
と
し
て
利
用
す
る
た
め
リ
サ

イ
ク
ル
倉
庫（
古
紙
収
集
場
所
）を
設
置

し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
倉
庫
を
活

用
し
、
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

利
用
品
目　
新
聞
・
雑
誌
・
古
本
・
段

ボ
ー
ル
・
雑
紙
・
牛
乳
パ
ッ
ク

利
用
上
の
注
意

①
利
用
品
目
に
ビ
ニ
ー
ル
、
金
属
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
付
い
て
い
る
場
合

は
取
り
除
く
。

②
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
新
聞
・
雑
誌
・
古
本

は
ひ
も
で
十
字
に
縛
る
。

③
雑
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
と

で
き
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
分
類
表
を
よ
く
読
ん
で

出
す
。

④
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
切
り
開
く
。

⑤
羽
毛
や
綿
が
入
っ
た
布
団
や
ぬ
い
ぐ

る
み
、座
布
団
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

場
所
・
時
間

■
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
側
駐
車
場

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
山
武
出
張
所　
　
　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

■
松
尾
出
張
所

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

	

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

■
蓮
沼
出
張
所

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

	

月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

T　
環
境
保
全
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

H	https://w
w
w
.city.sam

m
u.

lg.jp/page/page002327.htm
l

加入できる方　市内在住の方とその方の被扶養者
共済期間　加入受付日の翌日から8月31日

加入月と年会費の額

加入月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

年会費 400円 300円 300円 200円 200円 100円 100円
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地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
の��

�

ご
案
内

２
月
１
日
～
３
月
18
日
は
、「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」で
す
。

近
頃
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が

進
み
、
多
く
の
方
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
電
話
を
か
け
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
閲
覧
し
た
り
で
き
る
時
代
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

の
安
全
点
検
を
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
９
か
条
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
９
か
条

①
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
常
に
最
新

の
情
報
に
す
る
。

②
パ
ス
ワ
ー
ド
は
貴
重
品
の
よ
う
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

③
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
絶

対
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
身
に
覚
え
の
な
い
添
付
フ
ァ
イ
ル
は

開
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
信
頼
で
き

る
お
店
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

⑦
大
切
な
情
報
は
、
失
う
前
に
複
製
し

ま
し
ょ
う
。

⑧
外
出
先
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
紛

失
・
盗
難
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
困
っ
た
と
き
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

各
種
相
談
窓
口

■
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
と
思
っ
た
ら
…
…
Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口

	

☎
０
３（
５
９
７
８
）７
５
０
９

　
（
平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
30
分
～
５
時
）

■
広
告
や
宣
伝
目
的
の
迷
惑
メ
ー
ル
に

困
っ
た
ら
…
…
財
団
法
人
日
本
デ
ー

タ
通
信
協
会
迷
惑
メ
ー
ル
相
談
セ
ン

タ
ー

	

☎
０
３（
５
９
７
４
）０
０
６
８

　
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

■
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談
は
…
…
千

葉
県
警
本
部
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー

ナ
ー

	

☎
０
４
３（
２
２
７
）９
１
１
０

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）

　
山
武
警
察
署
生
活
安
全
課

	

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
１
１
０

電
気
の
契
約
切
り
替
え
ト
ラ
ブ

ル
に
注
意

「
い
つ
の
間
に
か
電
気
契
約
の
切
り

替
え
手
続
き
が
さ
れ
た
」「
大
手
電
力
会

社
と
の
電
気
契
約
だ
と
思
っ
た
ら
別
の

会
社
だ
っ
た
」と
い
っ
た
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
、

①
電
力
会
社
等
か
ら
の
電
話
を
受
け
た

際
は
、
事
業
者
名
や
内
容
を
確
認

②
安
易
に
検
針
票
の
記
載
情
報
は
伝
え

な
い

③
必
要
が
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
る

不
安
に
思
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
山

武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

T　
山
武
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
４
７
５（
８
２
）８
４
５
３

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
か
ら
正

午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

市
税
に
お
け
る
延
滞
金
の
割
合

が
変
わ
り
ま
す

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
令
和
３

年
１
月
１
日
以
降
の
市
税
に
係
る
延
滞

金
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

延
滞
金
の
割
合（
令
和
３
年
１
月
１
日

以
降
の
期
間
に
対
応
す
る
延
滞
金
に

適
用
）

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
期
間　
２・５
％

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過

し
た
日
以
降
の
期
間　
８・８
％

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
収
税
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
５
１

H	http://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

page/page000921.htm
l

税

前年との比較

比較表 令和２年12月31日まで
延滞金の割合

令和３年１月１日以降
延滞金の割合

納期限1カ月経過後 8.9％ 8.8％

納期限1カ月以内 2.6％ 2.5％
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令
和
３
年　
山
武
市
成
人
式
の

開
催
が
延
期
と
な
り
ま
し
た

１
月
10
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
令
和
３
年
山
武
市
成
人
式
は
、
急
激

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
延

期
と
な
り
ま
し
た
。

延
期
時
期
に
つ
い
て
は
、
成
人
式
実

行
委
員
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
た
な
日
程
等
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
山
武
市
教
育
委
員
会
ツ

イ
ッ
タ
ー（@

kyoiku_sam
m
u

）等

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

T　
生
涯
学
習
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
４
５
１

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

�

開
催
イ
ベ
ン
ト

◆
ソ
ラ
フ
ラ
ワ
ー
教
室

ソ
ラ
フ
ラ
ワ
ー
と
は
東
南
ア
ジ
ア
に

生
息
す
る
ソ
ラ
の
木（
マ
メ
科
の
植
物
）

か
ら
作
る
お
花
で
す
。
今
回
は
お
雛
様

に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日　
時　
２
月
20
日
㈯　
午
前
９
～
11

時
30
分

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

定　
員　
10
人

参
加
費　
１
５
０
０
円

持
ち
物　
手
拭
き
タ
オ
ル
、
新
聞
紙
、

園
芸
ば
さ
み
、
も
の
さ
し（
短
い
も

の
で
可
）、
マ
ス
ク

講　
師　
花
ソ
ム
リ
エ	

山
本
咲
久
子　
氏

申
込
期
限　
２
月
12
日
㈮

◆
大
人
が
楽
し
む
絵
本
時
間

「
自
分
の
た
め
に
絵
本
を
読
ん
で
も

ら
う
」と
い
う
体
験
を
通
し
、
感
じ
た

こ
と
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
た
く
さ
ん

の
気
づ
き
や
癒
し
が
訪
れ
ま
す
。
絵
本

で
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日　
時　
３
月
３
日
㈬　
午
前
10
時
～

正
午

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階　

会
議
室

定　
員　
６
人

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

講　
師　
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
Ⓡ

	

甲
斐
久
美
子　
氏

申
込
期
限　
２
月
24
日
㈬

◆
季
節
の
野
菜
を
使
っ
た�

�
�

イ
タ
リ
ア
料
理
教
室

日　
時　
２
月
19
日
㈮

　
午
前
10
～
11
時
30
分

場　
所　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

定　
員　
６
人

参
加
費　
２
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
巾
、

マ
ス
ク

講　
師　
イ
タ
リ
ア
料
理
店	

	

元
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ	

木
原　
勝　
氏

申
込
期
限　
２
月
12
日
㈮

S�

・
T　
蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

　
総
合
受
付

	

☎
０
４
７
５（
８
６
）２
２
０
１

市
民
公
開
講
座「
ど
う
に
か
し

よ
う
！
そ
の
膝
の
痛
み
」

日　
時　
３
月
27
日
㈯
午
後
２
～
４
時

場　
所　
城
西
国
際
大
学
Ｃ
２
棟
４
階	

運
動
療
法
学
実
習
室（
求
名
駅
よ
り

徒
歩
５
分
、
駐
車
場
利
用
可
）

定　
員　
40
人（
先
着
順
）

内　
容

①
講
演「
膝
痛
に
つ
い
て
～
日
常
生

活
の
注
意
点
と
治
療
の
戦
略
～
」	

（
講
師　

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
付
岡
正
医

師
）

②
理
学
療
法
士
に
よ
る
膝
体
操

③
身
体
の
い
ろ
い
ろ
測
定
会

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
３
月
20
日
㈯
ま
で
に
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い（
先
着
順
）。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
延
期
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

S�

・
T　

城
西
国
際
大
学	

地
域
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
４
７
５（
５
３
）４
６
７
０

�
m
kouza.jiu@

gm
ail.com

催
し・募
集

さんむＳ１フェスティバル中止のお知らせ
　例年３月に開催している「さんむＳ1フェスティバル」は、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、中止することといたし
ました。ご理解を賜りますようお願いします。

T　さんむS1フェスティバル実行委員会事務局
　　（わがまち活性課内）
　☎0475（80）1202
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自
衛
官
の
募
集

自
衛
官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間　
4
月
10
日
㈯
ま
で

試
験
期
日　
4
月
18
日
㈰
～
22
日
㈭

◆
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

申
込
資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

◆
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

申
込
資
格　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
を
有
す
る
者（
資
格
に
よ
り
年

齢
の
上
限
が
、
53
～
55
歳
未
満
と
変

わ
り
ま
す
）

T　
自
衛
隊
成
田
地
域
事
務
所

	

☎
０
４
７
６（
２
２
）６
２
７
５

ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援
寄
附
金
返

礼
品
協
賛
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援
寄

附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）で
寄
附
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
へ
、
返
礼
品
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

こ
の
返
礼
品
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅

力
発
信
お
よ
び
市
内
産
業
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
、
返
礼
品
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
市
内
協
賛
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
随
時

応
募
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
事
業
者

・
市
内
に
本
社（
本
店
）、
支
社（
支
店
）

も
し
く
は
事
業
拠
点
を
有
す
る
法

人
、
市
内
在
住
の
個
人
事
業
者
で
あ

る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
暴
力
団
そ
の
他
反
社
会
的
団
体
で
な

い
こ
と
。

返
礼
品
の
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
も
の

・
市
内
で
栽
培
、
製
造
、
加
工
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
等
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

・
郵
送
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
数
量
的
に
安
定
供
給
が
見
込
め
る
も

の
で
あ
る
こ
と（
期
間
限
定
お
よ
び

数
量
限
定
は
可
）。

提
出
書
類

・
ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援
寄
附
金
記
念

品
提
案
書

・
会
社
概
要
お
よ
び
返
礼
品
が
わ
か
る

資
料（
写
真
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

※
詳
細
は
企
画
政
策
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

T　
企
画
政
策
課

	

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
１

�m
kikakuseisaku@

city.sam
m
u.lg.jp

広
報
さ
ん
む
１
月
号
の
さ
ん
む
文
芸「
左
千
夫
短
歌
会
・
鈴
の
会
短
歌
」渡
辺
美
佐
夫
さ
ん
の
作
品

に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤　
送
り
迎
え
に
行
く
た
び
来
し
や
君
の
家
年
経
て
訪
え
ば
全
て
更
地
に

正　

送
り
迎
え
に
い
く
た
び
来
し
や
君
の
家
年
経
て
訪
え
ば
全
て
更
地
に

広
報
さ
ん
む
１
月
号

お
詫
び
と
訂
正

　
　
俳
句
「
山
武
俳
句
会
」

永
ら
へ
て
祝
ひ
く
れ
し
や
松
茸
膳�

伊
藤
み
や
子

日
差
し
浴
ぶ
丹
精
込
め
し
冬
菜
か
な�

相
子　

礼
子

知
ら
せ
た
き
黄
泉
の
国
へ
の
菊
日
和�

飯
塚
け
い
じ

恵
方
道
太
極
拳
を
友
と
し
て�

石
橋
八
重
子

去
年
今
年
夫
と
出
合
ひ
て
五
十
年�

遠
藤
三
千
代

若
き
日
の
写
真
に
見
入
る
夜
長
か
な�

黒
相
か
つ
え

葛
餅
を
土
産
に
帰
る
初
大
師�

鈴
木
と
し
子

船
小
春
網
を
つ
く
ろ
ふ
老
漁
師�

川
島　
　

隆
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◆整形外科のご紹介
各疾患別の専門医が幅広い年齢層の患者様に対応
整形外科では、骨・筋肉・神経などの運動器疾患の治療を行っています。腰痛、関節痛、神経痛など、誰も
が一度は経験されている症状が対象であり、代表的な疾患は外傷による骨折や腱靭帯損傷、変形性関節症、脊
柱管狭窄症や椎間板ヘルニア、骨粗鬆症とそれに伴う脆弱性骨折、腱鞘炎や手足の神経障害など幅広い分野
にわたります。当院整形外科は、千葉大学病院整形外科の関連施設として大学病院と連携しており、現在常勤
医 8人、非常勤医 6人体制で、各医師の専門性を活かし診療しております。数名が城西国際大学理学療法学
科の非常勤講師を兼任しており、大学生への講義も担当しています。近年日本は超高齢化社会をむかえてい
ますが、特に山武郡市は全国平均より高齢化が進んでいる地域であり、手術前後のリハビリテーションや骨
粗鬆症の予防と啓蒙活動にも力を入れています。年々手術件数は増加しており、最近は年間に 800 ～ 900 件
程度の手術を行っております。
患者さんの病状や思いは一人一人異なります。さんむ医療センターで治療を受けて良かったと言っていた
だけるよう、スタッフ一同、専門性が高く、かつ、安心で安全な医療の提供を目指しています。
脊椎疾患
石川・海村の 2人の脊椎専門医が診療しています。レントゲン、CT、MRI などの検査のうえで投薬など
の保存治療、超音波ガイド下やレントゲン透視下の神経ブロック治療、椎間板内酵素注入療法（ヘルニコア）、
手術治療を行っています。年間の手術件数は 150 件前後で、手術内容は腰椎椎間板ヘルニア、腰部脊柱管狭
窄症、脊椎骨折、頚椎椎間板ヘルニア、頚椎症、変性後側弯症などで、顕微鏡を使用した傷口の小さい低侵襲
手術や経皮的椎体形成術（バルーンカイフォプラスティ）からインプラントを使用した脊椎固定術まで幅広
い手術を行っています。
関節疾患
葛城・佐々木の 2人の関節専門医が診療しています。それぞれ葛城は膝・足やスポーツ障害、佐々木は肩
関節や上肢のスポーツ障害を専門としています。大前医師（非常勤：隔週水曜日）は股関節膝関節などの人工
関節やリウマチ疾患を専門としています。人工関節、関節鏡視下腱板修復や半月板手術、高位脛骨骨切り術、
靭帯再建など、年間 250 件前後の手術を行っています。
手上肢疾患
大学病院より毎週水曜日に手の外科専門医（2020 年度は山崎医師）が診療しています。腱鞘炎、ばね指、ガ
ングリオン、手指の複雑な骨折、末梢神経損傷、外傷後の機能障害など、手指上肢の疾患が対象となります。
必要な方には専門的な手術も行っています。
骨粗鬆症リエゾンサービスチーム
看護師、放射線技師、薬剤師、検査技師、理学療法士、管理栄養士などの多職種が、骨粗鬆症学会が認定す
る骨粗鬆症マネージャーの資格を取得し、山武市や東金市などの行政と連携し講演などの啓蒙活動を行って
います。出張しての講演や動画コンテンツ作りなどに取り
組んでいます。
（	各医師の外来担当曜日、受診受付時間については、病院
までお問い合わせください）

▲整形外科スタッフと石川医師（前列右から2番目）

さんむ医療センターからのお知らせ

地方独立行政法人さんむ医療センター
　　　　医務部長、整形外科部長　石

いし

川
かわ

　哲
てつ

大
ひろ

T　さんむ医療センター
　　☎ 0475（82）2521（代表番号）


